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交通まちづくりの実践

公共交通機関優先施策と低・未利用地の有効利活用促進施策による中心市街地活性化法策

社会環境工学科溝上章志

１．緒言

本プロジェクトの目的は，図－１の熊本市の中心市

街地を対象として，ｌ）低・未利用地の典型的な形態で

ある無人時間貸し平面駐車場の実態を経年的，定量的

に把握すること，２）無人時間貸し平面駐車場の利用者

の利用実態と利用意識を把握すること，３）位置や形態

などの駐車場特`性と利用者の回遊特性との関係を明ら

かにすることであるさらに，４)都心部の交通整序化

と来訪者のまち歩きの活発化による都心の賑わい回復，

および土地の高度利用という視点から，駐車場形態と

その配置など，中心市街地の活性化にも寄与する無人

時間貸し平面駐車場の駐車場としての利活用，および

その整備方策を提言することにある．

図－１対象地域
２実施概要

そのために図－２のような総合的な調査・分析を行

っているまず，「駐車場利用実態調査」により，低・

未利用地の典型的な形態である無人時間貸し平面駐車

場の実態と利用特性を把握した．また，「駐車場利用者

意識調査｣によって,駐車場利用者の実態と利用意識，

および，駐車場特性と駐車後の回遊行動特`性との関係

を分析した．さらに，「土地利用意向調査」から，地権

者の今後の平面駐車場の利活用意向を調査した．
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３．結果

(1)中心市街地の無人時間貸し平面駐車場の増加によ

って，同一目的のトリップの郊外部から都心への目的

地変更，公共交通機関からの利用手段変更，駐車場探

しのうろつき交通の増加などにより，都心部の交通需

要は増加している．

(2)中心市街地にある無人時間貸し平面駐車場はその

規模や位置，および駐車後の利用者の回遊行動特'性に

より,特`性が異なる幾つかのグループに類型化できる

(3)都心部への自動車交通の流入･通過を回避すること

ができること，駐車後の利用者のまち歩きは非常に活

発であり，回遊の活発化による中心市街地の活`性化に

も寄与するという点で，外縁部の時間貸し平面駐車場

は,駐車場を継続的に経営する場所として有効である．

(4)以上より，中心市街地外縁部の幹線街路沿道にあ

る幾つかの時間貸し平面駐車場の地権者に対して，敷
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図－２総合的分析のための全体フレーム

地を交換・共同化して立体駐車場を整備するような施

策の導入が望まれる．

(5)この地域の地権者は,土地の交換･共同化によって

敷地を拡大して駐車場事業を積極的に行う意向を持っ

ており,上記の施策は地権者の意向にも整合している．

(6)立体駐車場の利用者は外縁部の平面駐車場利用者

と同様かそれ以上に回遊行動を活発に行っている．ま

た，収容台数が大きく，料金を低く抑える可能性のあ

る外縁部での立体駐車場整備は有効である

(7)店舗などの魅力的な訪問場所の整備と併せて,中心

市街地外縁部の駐車場を基点とし，そこからの回遊経

路周辺の歩行環境やコモンスペース整備が必要である．
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